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（１）⼤⾬・⼤雪等の災害に備えた機能強化 

 近年頻発する⼤規模災害時においても、⼈やモノの輸送を安定的に確保するため⾼規

格道路のミッシングリンクの解消および４⾞線化、⾼規格道路と直轄国道とのダブルネ

ットワーク化等による機能強化はもとより、重要物流道路や緊急輸送道路などの防災・

減災対策を進めるとともに、複数ルートが確保できる県内道路ネットワークの形成を推

進します。 

また、⽇常的には⼈の交流や物流を担い、原⼦⼒災害時においては広域避難ルートに

もなる道路の整備、防災対策など機能強化を図ります。 

冬期においては、交通量の多い主要な幹線道路、インターチェンジや主要な病院への

アクセス道路など最重点除雪路線を中⼼に、効率的な⾞道除雪を実施し、道路交通を確

保します。さらに、短期集中的な⼤雪時には、除雪機械の広域的な応援などにより除雪

体制を強化するとともに、県内への⾞両の流⼊を抑制するため⾏動⾃粛や広域迂回等の

呼びかけなどを⾏い、⼤規模な⾞両滞留の発⽣を抑制します。 

 通⾏規制や⾬量情報、冬期における積雪情報や路⾯状況など道路に関する情報を、⾏

政や警察、地域団体などの関係機関と共有し、⼀元化して利⽤者に発信します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道 417 号冠山峠付近の雪崩対策 
（池田町河内） 

【重要物流道路や緊急輸送道路における防災対策】 

【「みち情報ネットふくい」による道路情報の発信】 

国道 158 号の法面対策 
（大野市下山） 

〔出典：福井県 HP〕 
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（２）道路施設の予防保全・⻑寿命化 

 計画的な定期点検により橋梁やトンネル等の健全度を把握し、損傷度合いに応じて早

期補修を⾏います。 

 より安全なインフラ設備の維持を⽬指し、事後保全※8 から予防保全への転換を図り、

⻑寿命化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        補修前                   補修後 

国道 305 号 新保橋（坂井市三国町新保） 

 

 

 

 

 

 
※8  施設の機能や性能に不具合が⽣じてから修繕等の対策を講じること 

国道 305 号 新保橋（坂井市三国町新保） 国道 158 号 小和清水奈良瀬トンネル 
（福井市小和清水町） 

【橋梁やトンネル等の定期点検の実施】 

【老朽化する道路施設の予防保全対策（橋梁の塗装塗り替え）】 
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（３）ICT を活⽤した道路管理の⾼度化・効率化 

 ＡＩ監視等の新技術を導⼊し、道路施設管理の⾼度化・効率化を推進します。冬期除

雪時には、ＧＰＳ搭載の除雪⾞管理システムにより、効率的な除雪を⾏い住⺠の要望に

早期に対応します。 

 また、データ等を活⽤した渋滞対策を⾏うなど、 ICT を活⽤し⻑期的かつ効率的に道

路施設の機能確保を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県と⽇本気象協会、ベンチャー企業は産官で連携し、福井県設置のカメラ画像を使⽤

して凍結や積雪など路⾯状態をリアルタイムに判別していく実証実験を２０２０年１２⽉

から⾏っています。ＡＩは画像を▽乾燥▽湿潤▽凍結▽積雪などと判別し、さらに、現場で

県⼟⽊事務所職員が確かめた状況をＡＩに学習させ精度を⾼めていきます。 

 将来的に、道路の凍結防⽌剤の散布や除雪作業の素早い判断、効率化が期待されています。 

 

 

 

 

 

  

 
ＡＩによる路面状態判別のイメージ 

 
  

【ＡＩ技術を活用した道路維持の効率化】 
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福井県道路管理情報システムは、福井県および関係機関（国交省、県警、NEXCO 等）の

道路状況や除雪状況を集約することで、刻々と変化する雪害状況をリアルタイムに把握し、

道路管理者の迅速かつ効率的な除雪作業を⽀援するとともに、公開サイト「みち情報ネット

ふくい」によって、県⺠に向けた道路状況を発信します。 

  

【福井県道路管理情報システム】 
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一般県道 磯部島西瓜屋線(坂井市丸岡町寅国) 
 

坂井市⽴丸岡中学校前の通学路は、幹線道路で交通量が多く周囲に商店街もあること

から、⽣活道路や抜け道など様々に利⽤されています。道路添いの歩道は幅 1.2ｍと狭い

が現在の道路幅を拡げることは難しく、現況道路の幅員の中で歩道幅を⾒直す計画を周

辺住⺠の⽅々と共に検討するため、ワークショップを⽴上げ、社会実験を⾏いました。そ

の結果と集まったいろいろな意⾒を反映して道路空間を再分配し、より安全で⾝近な道

路計画となりました。  

  

【地域住民協働による道づくりの事例】 
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（２）豊かな景観づくりと環境との共⽣ 

 福井らしい歴史的なまちなみや豊かな⾃然景観と調和を図り、周辺の⾵景に合わせたデ

ザイン性のある道路空間を創出します。 

⼼地よい通⾏空間を永く持続できるよう、地域住⺠と共に花植えや清掃などの取組を推

進します。 

 また、シェアサイクルや次世代環境対応⾞等への転換を図り、地球温暖化等の気候変動に

対応した、環境と共⽣できる道づくりを進めます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要地方道 福井停車場線 

（福井市大手３丁目） 
国道 476 号 

（大野市日吉町）

【住民参加の道づくり】 

【自動運転の試験運行】 

【歴史景観と合わせた道路空間整備】 

無電柱化整備（一乗谷朝倉氏遺跡周辺） 

「ＺＥＮ drive」 永平寺町の自動走行ルート
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第 4 章 道づくりの基本的な進め⽅                          

 

道づくりの３つの進め⽅ 
 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 
※9 整備された社会資本が機能することによって、整備直後から継続的に中⻑期にわたり得られる効果 

 

１ 効率的、経済的な事業展開とストック効果※9 の最⼤化  

（１）選択と集中による事業展開  

（２）建設〜維持管理〜更新を踏まえたライフサイクルコストの抑制  

（３）既存の道路（ストック）の維持管理の充実と⻑寿命化  

２ 県⺠の参画と協働  

（１）コミュニケーション（情報共有と合意形成）  

（２）愛着のある⾝近な道づくり  

３  情報化技術の活⽤  

（１）通信技術を利⽤した情報の収集・発信、⼀元化による共有  

（２）デジタル技術の有効活⽤  
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 限られた財源の中で、重要性、必要性などを踏まえながら、新たな道路の整備と⽼朽

化する道路施設の維持管理を適切に⾏い、効果的な道路マネジメントを進めます。 

 

（１）選択と集中による事業展開 

 地域の実情を考慮しながら、重要度や必要性を踏まえ、適切な事業評価を⾏い、効果

的・効率的な事業の推進を図ります。 

 

（２）建設〜維持管理〜更新を踏まえたライフサイクルコストの抑制 

 つくる時だけでなく、維持管理や更新を⾏う時期も含め、⻑期的な視点でコスト縮減

を図り、道路としての機能が最⼤限発揮できるよう道路施設の運⽤を図ります。 

 

（３）既存の道路（ストック）の維持管理の充実と⻑寿命化 

 ⽼朽化していく道路施設に対して、定期点検の実施や予防保全型の補修を推進するな

ど、施設の⻑寿命化を図るとともに、地域住⺠や⺠間事業者との合意形成を図りながら、

持続可能な道路の維持管理を⾏います。 

 

 

 

 
 

 

• 予防保全型の補修
を推進し、施設の
長寿命化を図る

• 持続可能な道路の
維持管理を図る

• 設定した目標等に
沿って施策を実施する

• 維持管理や更新時期
など、長期的な視点
でコスト縮減を図る

• 効果的・効率的な
事業の推進を図る

１ 効率的、経済的な事業展開とストック効果の最⼤化 

選択と集中

による 

事業展開 

ライフサイクル

コストの抑制 

施策の実施 
維持管理の充実 

と長寿命化 
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 これからの道づくりは、「つくる」時だけでなく、イベントや憩いの場として「使う」

時や、維持管理して「守る」中においても、地域住⺠や⺠間事業者等と情報共有や合意

形成を図りながら、愛着の持てるよう「育てる」道づくりに向けて、道路管理者だけで

なく「オールふくい」による総合的な取組を進めます。 

 

（１）コミュニケーション（情報共有と合意形成） 

 リーフレットやウェブ等を活⽤した積極的な情報発信を⾏うとともに、ワークショッ

プ等による地域との合意形成を図ります。 

また、⼦どもたちへの「道と共に⽣きる」教育なども取り⼊れながら、豊かな暮らし

を⽀える道づくりを進めます。 

 

（２）愛着のある⾝近な道づくり 

 地域住⺠や⺠間事業者が主体となった花植え活動や環境美化運動等の道守活動や、み

どりのスコップひとかき運動等を幅広く展開するとともに、地域が主体となった道路空

間を活⽤したイベントの開催や憩いの場としての利⽤など、愛着をもって⼈が集まる賑

わいのある道づくりを進めます。 
 
          

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

２ 県⺠の参画と協働 

【住民による花植え活動】 【みどりのスコップひとかき運動】 

一般県道 福井停車場勝見線 
城東橋（福井市手寄） 

【イベントによる道路空間利用】 

主要地方道 小浜停車場線（小浜市小浜住吉） 
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 近年、急速に進展する情報化技術を道づくりに活⽤し、道路に関する情報の収集・発

信、共有化による渋滞対策や交通安全対策、維持管理の⾼度化・効率化を進めます。 

 

（１）通信技術を利⽤した情報の収集・発信、⼀元化による共有 

 ICT 等を活⽤しながら、関係機関と積極的に情報交換し、利⽤者からの道路に関する

異状等の情報を収集、⼀元化して有益な情報として発信、共有することで、通⾏の安全

性や利便性の向上を図ります。 

 

（２）デジタル技術の有効活⽤ 

 AI やビッグデータ等の利⽤により、渋滞や事故の発⽣により危険のある箇所の的確な

把握や画像解析による道路異状箇所の早期発⾒など、道づくりや維持管理の⾼度化・効

率化を図ります。 

また、⾃動運転⾞など多様なモビリティの実⽤化がスムーズにできるよう基盤づくり

を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 情報化技術の活⽤ 

＜国の取組み＞ 道路デジタルメンテナンス  
 道路の安全・安⼼を確保するとともに、道路のサービスレベルを維持・向上を図
るために、具体的な⽅針を持ち、ＩＣＴ・ＡＩ等の新技術の積極的な活⽤を進め、
効率的なメンテナンスオペレーション体制の構築を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〔出典：国交省 HP〕 
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【参考資料１】 

福井の道づくり懇話会 

 「道路の将来ビジョン」の改定にあたり、県内の有識者や各界・各層の代表からなる

「福井の道づくり懇話会」を設⽴し、意⾒を伺いながらビジョンを策定しました。 
 
   委員名簿 

 ⽒ 名  役 職 

座 ⻑ 

座⻑代理 

南 保   勝  福井県⽴⼤学地域経済研究所 所⻑ 

川 本  義 海  福井⼤学学術研究院⼯学系部⾨ 教授 

清 ⽔  則 明  (⼀社)福井県⾃動⾞会議所 会⻑ 

杉 本  博 ⽂  池⽥町⻑、福井県道路協会 会⻑ 

髙 ⾒  和 宏  (⼀社)福井県商⼯会議所連合会 専務理事 

⻑ ⾕ 川  美 ⾹  福井⼤学学術研究院医学系部⾨ 教授 

原 ⽥  陽 ⼦  福井⼤学学術研究院⼯学系部⾨ 准教授 

⽔ 上  聡 ⼦  アルマス・バイオコスモス研究所 代表 

三 寺   潤  福井⼯業⼤学環境情報学部 教授 

⼭ ⽥  義 彦  (公社)福井県観光連盟 会⻑ 

 ※役職は、懇話会開催時のもの 
 

開催経過 

第１回 令和２年 8 ⽉ ６⽇ (1)福井の「道路の将来ビジョン」の改定について 

(2)福井の道路をとりまく状況について 

第２回 令和２年１０⽉ ７⽇ (1)第 1 回懇話会の意⾒と県⺠アンケートの結果に 

  ついて 

(2)道路の将来ビジョンの論点について 

第３回 令和２年１１⽉１８⽇ (1) 道路の将来ビジョンの⾻⼦（案）について 

第４回 令和３年 ２⽉ ３⽇ (1)「道路の将来ビジョン」(案)について 

 

 

 

 

 

 

 

  
福井の道づくり懇話会 
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「福井の道づくり懇話会」における主な意⾒ 

 主な意⾒ 基本⽅針 

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性 

・中部縦貫⾃動⾞道や国道８号など⾻格となる道路の整備 
・ミッシングリンクの解消 
・防災や観光振興のため横に繋ぐ道づくり 
・駅から幹線道路へのアクセス向上 
・産業道路と⽣活道路の区分け 
・⼩さい産業（暮らしに密着した産業）への配慮 
・渋滞解消や、道路の⾛りやすさの向上 
  （ボトルネックの解消や右折レーンの整備） 
・市町や県、国の領域を超えての広範囲な連携強化 

１ 広域交流 
の拡⼤ 

 
２ 産業・観光 

の活性化 

多
様
性
の
あ
る
道
路
空
間 

・安⼼して歩ける道路 
・散歩や、⾃転⾞での移動が楽しめる空間 
  （スローモビリティ、健康づくりの視点） 
・美しさや⼼地よさ（遠まわりしてでも通りたくなる道路） 
・景観づくり（デザイン性を持ったシンボルとなる道路） 
・多⽬的利⽤ができるよう柔軟性のある道路整備 
・⽔辺空間、公共空間、沿道とのつながりを持たせる 
  （地域にあったみちづくり） 
・まちづくりと⼀体となって、賑わいを創出 
・公共交通機関と連携した道路整備 

３ 幸福度 
⽇本⼀の 
⽣活基盤 

 
５ 魅⼒ある 

道路空間 
の創出 

道
路
保
全
の
重
要
性 

・災害に強い道路（救援・⽀援の確保） 
・道路構造物の定期的な点検実施 
・予防保全型の⽼朽化対策 
・新しい道路の整備だけでなく、今ある道路を維持 
・原⼦⼒発電所⽴地地域としての特⾊ある道路整備 
・デジタル技術活⽤による効率的な管理 

４ 県⼟強靭化
と持続性 

県
⺠
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

・住⺠と連携した道づくり 
  （道路に愛着を持てる取組を⾏う） 
・道路の重要性を県⺠にわかりやすく説明 
  （参画意識、維持管理意識を育てるために） 
・地域の⼈が関わることのできる仕組み・仕掛けが必要 
   (地域と⼀緒につくりあげていく) 
・道路予算が様々なことに使われていることを県⺠にＰＲ 
  （受益者もコスト意識） 
・⼦供たちも参加可能な「道の教育」を⾏う 
  （道路を⾝近に感じてもらえるよう⼯夫）  

ビ
ジ
ョ
ン
の
視
点 

・ビジョンは、⻑期的な視点を持たせる 
・多様化する道路の使い⽅を考える 
・敦賀港もあり、⽇本の中⼼となる強い地位を持つ可能性 
・国内での福井県の位置付けが⼤きく変わる 
  （中部縦貫⾃動⾞道の開通によりつながりが深まる） 
・情報化を道づくりに活かす 
・ＳＤＧｓにつなげて政策転換 
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【参考資料 2】 

福井県の道路についてのアンケート結果 

 

アンケート実施概要 

1. 調査⽬的 道路に関する県⺠の意識を把握し、今後の施策の参考とする 

2. 調査項⽬ 
・道路に関する意識について 

・今後の道路整備について 

3. 調査時期 令和 2 年 7 ⽉ 1 ⽇〜令和 2 年 7 ⽉ 31 ⽇ 

4. 調査⽅法 

・市町役場(⽀所)、⼟⽊事務所、道の駅にて 

     アンケート⽤紙の配布(3,000 枚)、回収 

・福井県道路建設課 HP 上インターネット回答 

5. 回収結果 

有効回答数・アンケート⽤紙  ︓ 919 ⼈ 

     ・インターネット回答︓ 480 ⼈ 

              合計︓1,399 ⼈ 

6. その他 

・道路に関する世論調査(内閣府 H28.7)に準拠 

・現⾏のビジョン(平成 16 年 1 ⽉)策定時にも 

 同様なアンケートを実施(H14.3) ※1,363 ⼈回答 
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アンケート質問および回答 

 

・問 1 

年齢構成⽐ 

 
 

市町別構成⽐ 

 
 

  

0～24歳

9%
25～29歳

8%

30～34歳

12%

35～39歳

9%

40～44歳

12%
45～49歳

16%

50～54歳

13%

55～59歳

8%

60～64歳

5%

65～69歳

4%

70歳以上

4%

R2

0～24歳

6%
25～29歳

12%

30～34歳

11%

35～39歳

7%

40～44歳

10%
45～49歳

11%

50～54歳

14%

55～59歳

7%

60～64歳

7%

65～69歳

7%

70歳以上

8%

H14

福井市

28%

坂井市

10%

鯖江市

7%
越前市

7%

敦賀市

7%越前町

6%

あわら市

5%

大野市

5%

勝山市

4%

永平寺町

4%

小浜市

4%

高浜町

3% おおい

町 3%

南越前町

3%
若狭町

2%

その他県外

2%
美浜町

1%
池田町

1%

R2

福井市

24%

坂井市

9%

越前町

8%敦賀市

7%永平寺町

6%

鯖江市

6%

越前市

6%

大野市

5%

あわら市

4%

南越前町

4%

おおい町

4%

若狭町

4%

勝山市

3%

小浜市

3%

美浜町

2%

高浜町

2% 池田町

2%

H14
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・問 2 優先すべき社会基盤 

 社会基盤の整備により、私たちの⽣活環境は年々変化していますが、 あなたは、

優先して整備すべき社会基盤は何だと思いますか。2 つまで選んでください。 

 

 
 

 

・問 3 交通渋滞 

 あなたがいつも通る道路で、交通渋滞していると感じる所はありますか。 

 

 
 

 

79%

55%

14%

14%

11%

3%

1%

2%

3%

77%

18%

35%

19%

20%

3%

1%

6%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路

河川

下水道

鉄道

公園

空港

港湾

その他

わからない

(複数回答)

福井県R2

福井県H14

61.6%

39.5%

38.4%

60.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

H14

渋滞状況 (福井県) ある ない

49.8% 50.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28

渋滞状況 (全国) ある ない



- 46 - 

・問 3-1 交通渋滞解決のための道路施策 

 その交通渋滞を解決するためには、あなたはどうしたらよいと思いますか。この

中からいくつでもあげてください。 

 

 

41%

33%

30%

17%

15%

11%

9%

8%

5%

3%

4%

0%

2%

43%

53%

29%

15%

36%

30%

4%

6%

2%

38%

32%

41%

14%

13%

11%

12%

18%

12%

4%

4%

3%

1%

0% 20% 40% 60%

車線数増加や右折レーン設置など

バイパスや環状道路の建設

信号サイクルの適切な調整

高速道路への交通転換促進

公共交通や自転車利用の促進

大型商業施設の出入り抑制

渋滞情報提供による渋滞回避

路上工事集中化等による規制減

路上駐車を減らす

都市内への自動車流入抑制

その他

特にない

わからない

(複数回答)

福井県R2

福井県H14

全 国H28

H14 年時に回答項目がなかったものは空欄 
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・問 4 道路の安全性向上のための対策 

 あなたは、道路の安全性向上のためには、道路整備の⾯からどのような対策が必

要だと思いますか。この中からいくつでもあげてください。 

 

 
  

55%

48%

41%

37%

29%

26%

23%

21%

20%

17%

4%

1%

3%

60%

31%

42%

40%

20%

10%

8%

21%

2%

1%

46%

21%

19%

33%

19%

14%

19%

10%

19%

3%

9%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

雪でも安全な道路＊

歩道拡幅やガードレールの設置

右折車線や中央帯の設置

バイパス・環状道路の建設

自転車通行空間や駐輪場の整備

高速道路の逆走防止対策

事故危険箇所の予防整備

凹凸設置等によるスピード抑制

高速道路の車線数増

踏切の改良、立体交差化

その他

特にない

わからない

＊福井県独自の回答項目

(複数回答)

福井県R2

福井県H14

全 国H28

H14 年時に回答項目がなかったものは空欄 
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・問 5 歩⾏者の⽴場から望む道路整備 

 あなたは、⾼齢歩⾏者などに対する配慮として、歩⾏者の⽴場からどのような道

路整備が必要だと思いますか。この中からいくつでもあげてください。 

 

 
 

  

77%

54%

49%

29%

27%

24%

19%

1%

1%

2%

61%

67%

26%

45%

47%

31%

1%

1%

63%

55%

39%

26%

25%

21%

2%

5%

1%

0% 20% 40% 60% 80%

歩道設置、段差・傾きの解消

雪でも安全な歩道の整備＊

自転車と歩行者の分離

バリアフリー経路の案内

無電柱化

違法看板や放置自転車の撤去

休憩できる歩道の整備

その他

特にない

わからない
＊福井県独自の回答項目

(複数回答)

福井県R2

福井県H14

全 国H28

H14 年時に回答項目がなかったものは空欄 
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・問 6 災害発⽣時の道路の安全性に対する意識 

 あなたは、⼤地震や⼤⾬、⼤雪などによる災害が発⽣した場合、お住まいの近く

にある道路について不安を感じますか。この中から１つだけお答えください。 

 

 
 

 

・問 7 災害発⽣時の通⾏⽌めによる不便を感じる内容 

 あなたは、⼤地震や⼤⾬、⼤雪などによる災害により、よく利⽤する道路が通⾏

⽌めになった場合、どういうことに特に不便を感じると思いますか。この中からい

くつでもあげてください。 

 

 

38%

26%

36%

28%

3%

1%

20%

25%

4%

21%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福井県

全 国

不安がある やや不安がある わからない あまり不安はない 不安はない

78%

59%

59%

50%

41%

30%

23%

1%

1%

1%

64%

52%

38%

30%

29%

24%

13%

0%

1%

67%

30%

48%

47%

41%

19%

0%

6%

1%

0% 20% 40% 60% 80%

緊急・救急車両の到着の遅れ

通勤・通学の障害

物資の輸送の遅れ

日常品の買い物の障害

緊急避難先への移動の障害

集落の孤立＊

業務上の移動の障害

その他

特にない

わからない
＊福井県独自の回答項目

(複数回答)

福井県R2

福井県H14

全 国H28

H14年時は設問なし 

不安がある(小計)74％ 

不安がある(小計)54％ 

不安はない(小計)24％ 

不安はない(小計)46％ 

H14 年時に回答項目がなかったものは空欄 
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・問 8 道路空間の有効かつ快適な活⽤施策 

 あなたは、道路空間とその沿道を有効かつ快適に活⽤していくためにどういった

ことが重要だと思いますか。この中からいくつでもあげてください。 

 

 
 

  

53%

43%

37%

33%

32%

25%

25%

16%

13%

8%

2%

1%

8%

61%

38%

19%

51%

34%

2%

2%

43%

48%

40%

33%

12%

9%

26%

9%

7%

1%

8%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

降雪時に支障のない道路空間＊

無電柱化や植樹帯設置による景観向上

歩行者優先の道路空間の確保

自転車の快適な走行空間の確保

違法看板や放置自転車の撤去

屋根設置による全天候型移動

イベントなど沿道活用への開放

植樹による日陰空間の確保

道路をまたぐ建設を可能にする

道路管理協力団体への広告設置許可

その他

特にない

わからない

＊福井県独自の回答項目

(複数回答)

福井県R2

福井県H14

全 国H28

H14 年時に回答項目がなかったものは空欄 
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・問 9 活⼒ある地域づくりのための道路施策 

 あなたは、活⼒ある地域づくりのために、道路整備の⾯からどのような対策が必

要だと思いますか。この中からいくつでもあげてください。 

 

 
 

 

  

54%

47%

35%

34%

32%

32%

32%

31%

27%

23%

19%

3%

1%

2%

64%

56%

37%

34%

20%

27%

27%

15%

24%

13%

1%

2%

30%

39%

39%

17%

18%

26%

19%

13%

18%

1%

10%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

雪に強い道路＊

周辺市町村への幹線道路

散策を楽しめる道路

病院や商業施設へのアクセス道路

観光地へのアクセス道路

高速道路ICや港湾へのアクセス道路

バスターミナルや駅の拠点

観光資源となる美しい景観の道路

SA・PAや道の駅を活用した地域拠点

生産地から消費地への幹線道路

県境の道路＊

その他

特にない

わからない
＊福井県独自の回答項目

(複数回答)

福井県R2

福井県H14

全 国H28

H14 年時に回答項目がなかったものは空欄 
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・問 10 観光振興のための道路施策 

 あなたは、観光振興のために、道路施策の⾯からどのような対策が必要だと思い

ますか。この中からいくつでもあげてください。 

 

 
  

57%

51%

45%

43%

35%

31%

27%

27%

24%

19%

15%

5%

2%

1%

1%

35%

41%

41%

37%

25%

19%

17%

19%

21%

15%

8%

0%

7%

2%

0% 20% 40% 60%

観光地へのアクセス道路

観光地への分かりやすい案内標識設置

駐車場整備による渋滞や路上駐車の削減

高速道路料金の割引の充実

「道の駅」の整備や設備の充実

公共交通の利便性向上や自転車利用環境の整備

観光地での車線数増加や右折レーンの設置

無電柱化や植樹による景観の改善

駅や観光地周辺道路のバリアフリー化

県境の道路整備＊

渋滞情報提供による渋滞回避

観光地先への自動車の流入抑制

その他

特にない

わからない
＊福井県独自の回答項目

(複数回答)

福井県R2

全国H28

H14 年時は設問なし 
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・問 11 道路構造物の維持管理、更新の考え⽅ 

 ⾼度経済成⻑期に集中的に整備されてきた橋などの⾼齢化が今後進んでいます

が、これらの橋などについて、どのように維持や修繕、更新を⾏うべきだと思いま

すか。この中から 1 つだけお答えください。 

 
 

 

・問 12 ⾞両の⼤型化に伴う橋・道路の劣化への対応 

 ⾞両の⼤型化が進むことにより、物流の効率化やコスト削減が促進されます。 

その⼀⽅で、橋や道路の劣化については、重い⾞両の⾛⾏が、主な要因の１つと⾔

われているところです。この状況をふまえて、この中であなたのお考えに最も近い

ものを 1 つだけお答えください。 

 
  

14%

19%

7%

8%

46%

48%

32%

21%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福井県

全 国

補修よりも積極的に更新

傷みが大きくなってから補修し、必要に応じ更新

予防的な補修を進め、長持ちさせる

優先的に維持補修を行う対象を絞って、集約や撤去を進める

特に補修しない

補修よりも

積極的な更新

必要に応じ更新

予防的な補修を進め長持ち
補修対象を絞り

集約や撤去

特に補修しない

57%

36%

17%

23%

20%

31%

1%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福井県

全 国

制限による橋や道路への影響軽減 頑丈な橋・道路への更新

劣化ごとの補修 特に対策は取らない

制限による影響軽減 頑丈に更新 劣化ごとの補修

特に対策は取らない

H14 年時は設問なし 

H14 年時は設問なし 
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・問 13 今後、⼒を⼊れてほしい道路整備 

 あなたは、どのような分野の道路整備に⼒を⼊れてほしいと思いますか。この中

からいくつでもあげてください。 

 

 

60%

47%

38%

38%

33%

33%

26%

25%

22%

21%

21%

19%

18%

17%

16%

14%

11%

2%

0%

2%

40%

24%

28%

48%

23%

16%

21%

10%

13%

12%

1%

2%

54%

43%

21%

32%

32%

20%

29%

24%

29%

25%

24%

9%

18%

19%

21%

22%

1%

3%

2%

0% 20% 40% 60% 80%

災害に備えた対策

道路拡幅や線形改良

地域間の幹線道路ネットワーク

歩道設置や拡幅、段差解消

渋滞緩和のためのバイパス整備など

清掃や舗装補修など維持管理の充実

無電柱化や植樹など景観の改善

高速道路の使いやすさの改善

分かりやすい標識の整備

自転車の通行空間や駐輪施設の整備

駐車場の整備

美しく賑わいのある道路空間の整備

SA・PAや「道の駅」の設置

カーナビ等を通じた情報提供の拡充

自動運転の実用化に向けた整備＊

立体交差などによる踏切の改良

騒音や大気汚染などへの環境対策

その他

特にない

わからない
＊福井県独自の回答項目

(複数回答)

福井県R2

福井県H14

全 国H28

H14 年時に回答項目がなかったものは空欄 








